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これまでのスマートシティ推進に向けた取組

Step 1
ビジョン(実行計画)

の策定

Step 2
実証実験

Step 0
官民体制構築

Step 3
まちづくりへの実装

官民体制の構築、実行計画の策定
【R1】

技術の実装に向けた実証実験の実施【R2～】
スマートシティ関連事業の合同公募（内、総、経、国）【R3～】
地域主体のスマートシティ実装化を支援する補助事業を創設【R3~】
デジタル技術の都市空間への実装支援（エリア価値向上整備事業）【R4～】

◇スマートシティ実装化支援
・データや新技術を活用し、都市アセットの利活用につながるサービス等の先駆的実証実験を行い、スマートシティ
実装に向けたノウハウ・課題を蓄積

スマートシティ・ガイド
ブックの公表【R3】

◇官民連携プラットフォーム
・官民の知恵やノウハウを結集し、スマートシティの横展開を促進

◇ ３D都市モデル（プラトー）
・スマートシティのデジタル基盤となる３D都市モデルの構築

モデル事例の構築【R2】
３D都市モデルのユースケース開発【R3~】
３D都市モデルの整備・活用に対する補助制度の創設【R4~】

セミナーの開催【R1～】、分科会におけるテーマ別検討【R２～】

100地域に
おける技術
実装

1000団体
の参加

新経済・財政再生
計画 改革工程表
（2025年目標）

スマートシティモデルプロジェ
クトからの知見集【R4】

・先進的な取組を実施する地区に対して、スマートシティ実装化支援事業等により支援。
・既存デジタル技術の導入についても、 エリア価値向上整備事業等により支援。
・スマートシティの導入書である「スマートシティガイドブック」及び実証段階における留意事項等を整理した「スマートシティモ
デルプロジェクトからの知見集」を作成し、知見整理による支援。
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スマートシティの推進に向けた支援

複
数
分
野
・
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

・先進的な取組を実施する地区に対して、スマートシティ実装化支援事業等により支援を実施しているが、先進的な取組の
企画立案は地域提案により実施されており、知見共有等の支援が不足。

・そのため、先進的な取組を支援するための知見の整理、共有が必要。

【今年度の取組】先進的な取組支援として、特定分野にお
ける複数サービスの連携に向けたガイドラインを作成

全国横展開
による底上げ

先進事例の発展に
よる更なる高度化

現在 将来

【予算支援】
スマートシティ実装化支援事業等

【今年度の取組】全国横展開に向けて、各地の
取組を都市問題及び新技術の分類毎に整理し
た事例集を作成

初期実施段階の
都市

（１サービスずつ、
徐々に進展）

未実施都市

先進的な取組の
実施都市

（複数分野・技術・
サービスの導入）

【予算支援】
エリア価値向上整備事業等

【ノウハウ支援】
スマートシティガイドブック等

【ノウハウ支援】
整備不足
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①個別サービスのデジタル化

②分野内サービスの連携

③分野間連携

④地域間連携
高度化の方向性 概要

データ活用・技術導入によって個別サービスのデジタル化を図る

特定の分野における複数のサービスを連携させることで、各サービスの
効率化や首尾一貫したサービスの提供を図る

異なる分野の一部またはすべてのデータ・サービスを連携することで、
親和性のあるサービスの効率化や、サービスの付加価値化を図る

サービスや都市OSを異なる自治体同士や、都道府県と市町村等で
連携させることで、サービスの効率化や広域展開を図る

⓪未実施 デジタル化やスマートシティの取組に未実施の段階

スマートシティの取組段階の整理
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防災
サービス１

技術1-a

サービス2

・・・

技術1-b

サービスｎ

技術2-a

・・・

技術n-a

・・・

・・・

・・・
サービス１

サービス2

・・・

サービスｎ

観光
サービス１

サービス2

・・・

サービスｎ

交通
サービス１

サービス2

・・・

サービスｎ

防災
サービス１

サービス2

・・・

サービスｎ

・・・
サービス１

サービス2

・・・

サービスｎ

A市 B町

①個別サービスのデジタル化

②分野内サービスの連携

③分野間連携 ④地域間連携

・スマートシティの取組段階を４段階に整理した。現在は「①個別サービスのデジタル化」の段階の地域が多いが、「②分野内
サービスの連携」により縦方向の展開、さらには「③分野間連携」、「④地域間連携」により横方向の展開を図り、サービス
を高度に連携させていく必要がある。
・今年度は、各地の取組の整理等により、活用することが可能な「②分野内サービスの連携」についての検討を実施。
スマートシティの取組の段階

先進的な取組の
実施都市

初期実施段階
の都市

未実施都市

スマートシティ事例集「都市問題×
新技術導入に関する事例集」

複数サービスの連携に向けたガイ
ドラインの作成



今後の方向性（案）
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・他の地域がどのような取組を実施しているかわからず、新たな取り組みに関する検討をコンソーシアム内で暗中模索している。
・実証実験を実施した取組を実装することにも労力が必要であり、どのような取組を新たに始めたらいいかなど、新たな取組を検
討する余裕がない。

課題

①『スマートシティ事例集 【導入編】～都市問題と新技術のマッチングに向けて～』（素案）の作成（横展開に向けた支援）
ー都市問題・新技術毎に、検索可能な形で整理

②複数サービスの連携に向けたガイドラインの作成（先進的な取組支援）
・各地区のスマートシティの取組を体系的に整理
ー今年度は、防災、観光・地域活性化に関する取組を対象に整理を実施。
ー各分野のサービスの段階を考慮し、各地区の取組を整理。

・各地区の取組（サービス）を組み合わせ（更にアイディア加え）、スマートシティ高度化に繋がるガイドラインを作成。
ー分野内の複数サービス連携による一貫したスマートシティサービスを示す。

今後、実施する取組（案）

活用意向なし
60％

活用意向あり35％

すでに活用5％

約4割の市区町村が、まちづくりへの
新たなデータの活用ニーズあり

多くの自治体でノウハウが不足

新たなデータの活用状況 データ活用の課題

32%

33%

40%

46%

効果・必要性が不明

予算不足

専門人材が不足

データの内容や取組内容が

分からない

データを活用したまちづくり～取組のヒントと事例～市区町村の実態調査結果（N=1,727）
※N=全国の市区町村1747のうち回答のあったもの

本日資料（資料３－２）

本日資料（資料３－３）

今後整理


